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急性膵炎の 重症度判定指標 に関する実験的研究
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ラ ッ トに 重症度の 異な る急性膵炎を作成 し， 膵炎発症後経時的に 血清と膵組織中の デオ キシ リ ボヌ

ク レ ア ー ゼ くD e o x y rib o n u cl e a s e ， D N a s el ， リ ボヌ ク レ ア ー

ゼ くRib o n u cl e a s e
，
R N a s el お よび各種外分

泌酵素活性 を測定 して， こ れ らの 急性膵炎の重症度判定指標 と して の 有用 性 につ い て検討を行 っ た． 急性

膵炎の 作成 は総胆管結歎お よび総胆管内 トリ プ シ ン ． タ ウル コ ー ル 酸ナ トリ ウム 混合液注入 によ り行い ，

それ ぞれ浮腫性膵炎群 なら び に 出血壊 死性膵炎群 く壊死性膵鰯削 と した． ま た， 無処置お よ び単開腹

ラ ッ ト を各 々 対照群と し た． 血清 ア ミラ ー ゼ値 に つ い て み る と， 浮腫性膵炎群の 12 時間値は， 単開腹対照

群 に 比 し
， 有意 くp く0 ． 051 に 上昇 した が

，
両膵炎群間で はそ の測定値 に差 を認 めな か っ た

．
また

， 両膵 炎

群の血清リ パ ー

ゼ活性 は， 1 2 時間日 より 4 8 時間後 ま で
， 単開腹対照群 に 比 し， 有意 に上 昇 くp く0 ．0 1う し

たが ， 両膵炎群間ではその 測定値に 差 を認め なか っ た ． 浮腰性膵炎群 の 36 時間目と 48 時間目お よび 壊死性

膵炎群の 12 時間目よ り 48 時間目 にお ける血 清カ ル シ ウム 畳 は， 単開腹対照群の値 に 比 し， 有意 くp く0 ． 0 5 －

0 ． 0 い に 低下 した が
， 膵炎群間で は差 を認 めな か っ た

． 両膵炎群 の 血清 R N a s e 清性は
，
1 2 時間目よ り 48

時間後ま で， 単開腹対照群 に 比 し， 有意 くp く0 ． 0 5 －0 ． 0 1うに 上 昇 したが
， 両膵炎群間には そ の差を認め な か っ

た
■
24 時間目の 壊死性膵炎群 に お ける血清 D N a s e I 活性 は， 浮腰性膵炎群 の値に 比 し， 有意 くp く0 ． 0 51

の 上 昇を示 し， 同様に 12 時間目よ り 36 時間目 まで， 壊死性膵炎群の 血清 D N a s e H 活性は ， 浮腫性膵炎群

の 値 に比 し
， 有意 くp く0 ． 0 5 ，0 － 0 11 の上 昇を 示 した ． 以上 の結果 より， 血清 D N a s e

，
特 に D N a s e II 活性 の

経時的測定 は， 急性膵炎の 重症度判定に 有益 で あ る こ と が示 さ れ た．

K e y w o r d s a c u t e p a n c r e atiti s ， rib o n u cle a s e ， d e o x y rib o n u cl e a s e ， a C ut e p a n －

C r e a titis

近年， 急性膵炎の 治療は
， 病態の 解 明と共に 向上 し，

その病態 に応 じた治療法が選択さ れ て い る ． 基本的 に

治療法は
， 膵 外分泌酵素阻害作用 をも つ 薬剤投与 を中

心 とす る内科的治療 と外科的治療に 分け られ る． しか

し
，

山 般 に 主と し て内科的治療が行わ れ軽症と され る

浮腰性膵炎で も死 亡 者が み ら れる こ と
，
ま た

，
重症 で

外科的治療の 対象と なる 出血 性 ある い は壊死 性膵炎の

鑑別診断な ど， 個々 の 症例に お ける 重症度判定は治療

上重 要な こ と が らで ある
．

と こ ろで R a n s o n ら
11
は ， 白血球 の 増加

，
血 清 L D H

の上 軋 血糖値上昇等 の 11 項 目 を， ま たJ a c o b s ら 2I

は
， ア ル ブミ ン の 低下， プ ロ ト ロ ン ビ ン時間の 延長等

の 8 項目 を， 予後不良因子 と し
， 多く の研究者は重 症

A b b r e vi a ti o n s ニ D N a s e
，
d e o x y rib o n u cle a s e ニ

度判定 に は酵素学的検査所見， 生化学的検査所見 重

要臓器機能の 臨床所見等の総合的把握が必要 で あり，

特に 膵由来酵素の 測定が重要 と して い る．

著者 は
，
ラ ッ ト に 重症度 の 異な る急性膵炎 を作成す

る こ と に よ り
，
膵酵素の 重症度判定指標 と して の 意義

に つ い て 検討 し， 興味あ る成績 を得た の で述 べ る ．

材料お よ び方法

工
． 材 料

実験 動物 と し て ， 生 後 8 へ 10 週 経 過 し た 体重

200 へ 3 0 0 g の ウ イ ス タ
ー 系雄 ラ ッ ト を 実験 に 用 い た．

こ れ らの ラ ッ トは オリ エ ン タル 固形飼料 お よ び 水に て

自由摂取飼育 され ， 実験 に 際 して は
，
2 4 時間絶食 され

R N a s e
，
rib o n u cl e a s e ．
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た ラ ッ トが 使用さ れ た．

1 I ． 方 法

1 ． 急性膵炎 群お よ び対照群作成方法

ラ ッ ト に 急性膵炎を作成 したが ， 異 なる病態 お よび

病 理 学的 に違 い の あ る膵炎を作成 す る ため 以下 の 二 方

法 を採用 した．
その 第

一

法と して， ラ ッ ト を エ
ー

テル

麻酔下 に て開腹 し， B l o c k の 方法
3I
に よ り， 総胆管十 二

指腸開口 部の 最下 端を結致 し， 急性膵炎 ラ ッ トを作成

した
．

次に 第 二 の 方法と して
，
ラ ッ トを エ

ー

テ ル 麻酔下 に

て開腹し， 末端 を結歎した 膵上部総胆管 へ ， 3 ％ タ ウ

ル コ ー ル 酸ナ トリ ウム 液， 2 5 ，0 00 単位 の ト リプ シ ン お

よ び 50 m g の セ フ ァ ロ テ ン ナ ト リ ウ ム を含 む 生食水

0 ． 3 m l へ 0 ．4 m l を約 6 秒間か け用 手的に 注入 し， 急性

膵炎ラ ッ トを作成 した ．

ラ ッ トを エ ー テ ル 麻 酔下 に て 単開腹 し ， こ れ ら を

開腹後に 単開腹対照群と した． ま た， 2 4 時間絶食の み

の ラ ッ トを， 無処置対照群 と した ．

2 ． 検 索方法

上記の 方法で作成 され た 急性膵炎群お よ び単開腹対

照群 ラ ッ ト を， 各々 の 処置後自由に 水と飼料を与 えた が ，

い ずれ の 群 も処置後 1 2 時間目， 2 4 時間目， 3 6 時間目，

48 時間目 に 腹部大動脈よ り の 急速脱血 に よ る 血 液採

取を行い ， 引 き続き膵臓 を摘出し た． なお ， 無処置対

照群 も同様に 採血と膵臓摘出を行 い 以 下の 如き検索 を

実施 した ．

1 1 病理学的検索

膵臓の d u o d e n al s e g m e n t お よ び s pl e n i c s e g m e n t

の
一 部 を

，
10 ％ホ ル マ リ ン 液に て 固定 し， パ ラ フ ィ ン

包埋後， 7 月 に て標本 を切 り 出 し， へ マ ト キ シ リ ン
ー エ

オ ジ ン染色後検鏡 した．
その 後 ，

急性膵炎群 を病理組

織学的に 検討 し， 浮腰性お よ び壊 死性膵炎群に 分類 し

た ．

2I 急性膵炎群死亡 率の 検討

上記の 二 方法 に よ り作成 し た各々 25 匹 の ラ ッ ト に

つ い て， 処置後 12 時間以 内， 2 4 時間以 内， 3 6 時間以

内， 4 8 時間以 内の死亡 率 を検討 した．

31 血 清お よ び膵組織中外分泌酵素お よ び血 清 カ ル

シ ウム 値の 測定

腹部大動脈 よ り採血 した血 液 を遠心 し， 血 清 を分離

し た． ま た
，
摘出 した膵 を生理 食塩水 く1 0 m ll と共に ，

P o tt e r 型 ホ モ ジ ナイ ザ
一 に 入 れ ，

0
0

C の 冷却下 に て ホ

モ ジナ イ ズ し た． 次に 試料を高速冷却遠心機 に て 0
0

C ，

10
，
0 0 0 X g ， 2 0 分間遠心 し， 上 滞 を得 た． 上 記方法 で 得

ら れ た血清お よ び適宜希釈さ れ た膵組織抽出液 に つ い

て ， 各々 の外 分泌酵素 を以下 の 如 く測定 した．

ア ミ ラ
ー ゼ活性値は， u lt r a － Vi ol e t 法

41
に よ り測定 し

S o m o g yi U で ，
リ パ

ー

ゼ 活 性 値 は Li p a s e K it
一．

M a r u pi
， 嘲
を用 い

，
I ． U で 表 した ． ま た， 血清 カ ル シ

ウ ム 値 は O C P C 法6I に よ り測定 した ．

R N a s e 活性値は， P Ol y c y ti d ylic a cid を基 質と する

R e d di の 方 法
71 に 準 じて 測定 した，

そ の 単位 を， 278 n m

に お け る吸光度 X lO 3 を 1 U と して表 し た．

試料 中 の D N a s e 活性 値 の 測定 は 以 下 の 如 く 行っ

た
． 試 料 0 ． 5 m l に

，
基 質 と し て 牛 胸 腺 の D N A

くSi g m a 鱒H 殊液 く4 m gノm l1 0 ． 5 m l を ， さ ら に ， 緩衝

液 2 ． 5 m l を加 え， 3 5
0

C ， 2 時間反 応さ せ た． な お 緩衝

液と し て ， D N a s e I 活性傾 の 測定に ， p H 7 ．5 の M g
2 ＋

2 0 m M を含む トリ ス一塩酸綬衝液 を， D N a s e II 活性

値の 測定に ， p H 5 ．0 の M g
2 十 2 0 11 1 M を含 む 0 ．2 M 酢

酸緩衝液 を用 い た ．
上述 の 反 応液 に は 4 0 ％ 過塩素酸

0 ． 5 m l を加 え， 反応停止 後， 1 2 ，0 肌－x g ， 15 分間遠心

し， 得 ら れ た上 清 を B u r t o n 法
8I に て 発色さ せ た． その

単位 を 吸 光度 600 n m で の 吸 光 度 X lくI
3
を 1 U と し て

表 し た．

膵組織蛋白量 は， L o w r y 法
91 に て 測定 し， な お ， 前述

の 膵組織中外分泌酵素活性 は， m g p r O t ei n あ た りに 換

算 して 表示 した ．

3 ． 統計学的検定

急性膵炎群 の 死 亡 率の 比 較 は ズ
2

検 定に て 行 っ た ．

また
， 各測定値 は平均値 士 標準偏差 くIn e a n 士 S ．D ．1 で

表 し
，
測 定値 の 比 較 は 二 元 分 散 分 析 を 行 っ た の ち

D u n c a n の 多重比 較検定に て 行 っ た ．

成 績

I
． 膵炎の 病 理 組 織学的所 見

Bl o c k の 方法 に よ る膵の 組織学的所見 は， 総胆管結

集後 12 時間目よ り， 膵問質の 浮腫 お よ び 好 中球 を中心

と す る 問質 へ の 軽 い 細胞浸潤 を示 し た く図 1 う． ま た，

時間経過 と とも に こ の 間質の 浮腫 は高度と な っ た が，

実質の 壊死 は 4 8 時間目 に お い て ， 小 範囲 に わ ずか に 認

めら れ る の み で あ っ た く図 2 1 ．
な お

，
こ の 方法に よる

膵炎 ラ ッ トを浮腰 性膵炎群と した．

一

方
，
タ ウ ル コ

ー ル 酸 ト リ プ シ ン混 合液注入膵炎の

組織学的所見 は， 処置後 12 時間目よ り ， 脂肪織の 壊死

に 加 え， 散在 す る膵実質の 壊死 ， さ ら に
一 部 に お ける

出血 を示 した く図3う．
こ の 膵炎 に お しユて は， 時間経過

と と も に ， 実質 の 壊死 が ， 高度 か つ 広範 と な り膵実質

の 大部分 を占め る に い た っ た く図 4ン．
な お

，
この 方法

に よ る膵炎ラ ッ トを壊死性膵炎群と した ． ま た， こ れ

ら の 両膵炎 の 組織学的変化 は ， d u o d e n al あ る い は

s pl e n i c s e g m e n t な ど各部位 に よ る差異 を認 めな か っ

た ．

王工 ． 急性膵炎 ラ ッ トの 死 亡 率
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浮腫性膵炎群 くn
二 2 5ンの 処 置後 1 2 時間以 内， 2 4 時 死 亡 率は， それ ぞ れ 20 ％ く5ノ25ン， 5 2 ％ く13ノ25I ， 6 4 ％

間以内， 3 6 時間以 内， 4 8 時間以 内の 死 亡率は ， それ ぞ く16ノ25う， 7 6 ％ く19ノ25う で あ っ た ．
こ の 群の 死亡 率は

れ 8 ％ く2ノ25う， 2 4 ％ く6ノ2 51 ， 2 8 ％ く7ノ25う， 3 6 ％ く9ノ 各時点に お い て 浮腰 性膵炎群 に比 し高率で あり， 特 に ，

2 5う で あ っ た ．
こ れ に 対 し， 壊死 性膵炎群 く11 ニ 2 5う の 36 時間以 内，4 8 時間以 内の 死 亡 率は明 ら か な羞 を示 し

Fi g ． 1 ． H i s t ol o gi c al fi n di n g s o f th e p a n c r e a s 1 2 h o u r s a ft e r li g a ti o n o f th e c o m m o n

b il e d u ct a t i ts o p e n l n g i n t o th e d u o d e n u m ， S h o wi n g i n t e rl o b u l a r e d e m a wi th f e w

i n fl a m m a t o r y i n filt r a t e ． く11 e m a t o x yli n a n d e o si n ． A ， X 4 0 ニ B ， X 2 0 0l ．



12 5 4 喜 多

た くp く0 ．0 51く図51 ．

S o m o g yi U ノm l く単位以下同櫛くn ニ 5 ， 以 下同掛 で

IIL 血 清お よ び膵組織中の 外分 泌 酵素活性値 あ っ た ． 単開腹対照群 の 血清ア ミ ラ ー ゼ活性値は
， 処

1 ． 血清 ア ミラ ー ゼ活性値所見 置後 1 2 時 乱 24 時F乳 36 時間， 48 時間目 に お い て，

無処置対照群の 血清ア ミ ラ ー ゼ活性億 は ，2 0 ． 8 士5 ． 2 各々2 3 ．2 士7 ． 3 ， 2 1 ． 6 士11 ．0
， 2 1 ． 0 士1 0 ． 3 ， 2 0 ．9 士8 ．5

Fi g ． 2 ． H i s t ol o g l C al fi n d i n g s o f th e p a n c r e a s 4 8 h o u r s a ft e r li g a ti o n o f t
h e c o m m o n

b il e d u c t a t it s o p e n i n g i n t o th e d u o d e n u m ， S h o wi n g p r o mi n e n t i n t e rl o b u
l a r ed e m a

w ith f e w i n fl a m m a t o r y i n filt r a t e a n d dil a t a ti o n o f th e a c in i ． くH e m a t o x yli n a n d

e o si n ． A
，
X 4 0 ニ B ， X 20 01 ．
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急性膵炎の 重症 度判定指標に 関する 実験的研究

であ り， 単開腹処 置 に よ る 血清 ア ミ ラ
ー

ゼ値の 変化 は

認め なか っ た ．

浮腰性膵炎群の 血 清ア ミ ラ
ー ゼ活性値 は， 処置後 12

時間目が 38 ．0 士9 － 9
，
2 4 時間目が 33 ． 9 士8 ． 9 と 高値 を

12 5 5

示 した が， その 後， 時間経過 と共 に 活性は低下 し， 36

時間目では24 ．9 士 1 6 ． 0 であり
，
4 8 時間目 では 1 5 ． 7 士7 ．7

と単開腹対照群の 値よ り低値 と な っ た ．
しか し

， 各時

点で こ れ ら の 値 に 有意の 差 は な か っ た ．

Fi g ． 3 ． H i st ol o gl C al fi n d i n g s o f th e p an C r e a S 1 2 h o u r s a ft e r li g a ti o n o f th e c o m m o n

b il e d u c t a t it s o p e n i n g i n t o th e d u o d e n u m a n d i n t r a d u c t al i nf u si o n o f O ．3
r
－ 0 ．4 m l o f

S O d i u m t a u r o c h o l a t e く3 ％J c o n t ai ni n g t r y p si n く2 5 ，0 0 0 ul ， Sh o w i n g p a r e n c h y m al

n e c r o si s w ith h e m o r rh a g e ． くH e m a t o x yli n a n d e o si n ． A
，
X 4 0 こ B ， X 2 0 01 ．
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一

方， 壊死性膵炎群の 血 清 ア ミ ラ
ー

ゼ 活性値 は， 処 高値 で あ っ たが ， 単開腹対照群 に 比 し有意の 差 を認め

置後 12 時間目よ り， 5 2 ． 3 士2 4 ． 5 と高値 を示 し， 単 開腹 ず， 48 時間目に は 18 ． 1 士4 ． 4 と低下 した．
また

， 浮腫性

対照群 に 比 し有意の 上 昇を示 した くp く0 ． 0 引 ．
2 4 時間 膵炎群 と壊死性膵炎群 の 間で 各時点 に お け る血清アミ

目の値 は 34 ． 1 士1 3 ．6 ， 3 6 時間目 の 値 は 29 ． 0 士1 5 ． 0 と ラ
ー ゼ活性値の 差 を認め な か っ た く図6 ン．
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2 ． 膵組織中の ア ミ ラ
ー

ゼ活性値所見

無処置対照群 の膵組織中 の ア ミ ラ
ー ゼ 活性値 は

19 ．2 士4 ． 6 S o m o g yi U J m g p r o t ei n くn
ニ 5I で あっ た ．

単開腹対照群 の処置後 12 ， 2 4 ， 3 6 ， 4 8 時間目の 値 は そ

れ ぞ れ 18 ． 2 士4 ．0 ， 1 8 ． 0 士4 ．6
，
1 7 ． 9 士4 ． 8

，
1 8 ． 1 士4 ． 4

で あり， 単開腹処置 に よ る膵組織中ア ミ ラ
ー

ゼ僑 の変
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化 を認め な か っ た ．

浮腫性膵炎群 の膵組織中ア ミ ラ ー ゼ 活性値 は， 処置

後 12 時間目が 17 ． 7 士3 ． 6 で あ り， 2 4 ， 3 6 ， 4 8 時間目で

は
，
それ ぞれ 15 ．3 士3 ． 7 ， 1 4 ■7 士3 ． 9

，
1 5 ． 4 士3 － 5 と低

値 を示 し たが ， 単開腹対照群の債 と の 間 に 推計学的な

有意差 を認 めな か っ た ．

1 2 2 4 5占 48
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ま た， 壊死 性膵炎群の 膵組織中ア ミ ラ
ー

ゼ 活性値も

同様の 経時的変化で推移 し， 処置後 12 ， 2 4
，
36
，
4 8 時

間日 の 値 は 各々16 ．7 士5 ． 0
，
14 ．9 士5 ． 6

，
1 4 ． 4 士6 ． 3

，

14 ． 7 士5 ．5 と低下 したが
， 単開腹対照群お よ び 浮腫性

膵炎群と の間に 活性値 に お け る有意差 を認 め なか っ た

く図7う．

3 ． 血 清 リパ ー

ゼ酒性情所見

無処置対照群 の 血清 リ パ ー

ゼ清性値は ， 2 6 士 9 工． Uノ

g くn ニ 5うで あ っ た ． 単開腹対照群 の処置後12 ， 2 4 ， 3 6 ，

4 8 時間目の 値 は， それ ぞ れ 4 0 士2 1 ， 3 3 士21
，
4 6 士33

，

3 3 士2 4 で あ り， 単開腹処置に よる血清リ パ ー

ゼ値 の 変

化に有意の 差 を認め なか っ た ．

浮腰性膵炎群お よび 壊死性膵炎群 の血 清 リパ ー ゼ活

性値 は， 処置後 12 時間目に 各々256 士45 ， 2 70 士22 と単

開腹対照群 に 比 し， 明 ら か な 高値 を 示 し た くp く

0 ．0 1う． また ， 2 4 時間日 の値は そ れ ぞれ 267 士35
，
2 7 7 士

19
，
3 6 時間目で はそ れ ぞれ 269 士27

，
2 8 1 士19

，
4 8 時間

目で はそ れ ぞれ 222 土67 ， 2 8 0 士37 で あ り
，
各時点で 単

開腹対照群 に比 し
， 有意 くp く0 ． 0 い に 高値 が持続 した

が
， 両膵炎群間で は差 を認め な か っ た く図8 う．

4 ． 膵組織中の リ パ ー ゼ 活性値所見

無処置対照群 の 膵組織中リ パ ー ゼ洒 性値 は
，
5 5 ．0 士

3 －9 I ． U l m g p r o t ei n く単位以下同様 H n ニ 5 ， 以下 同

寸剰 で あ っ た ． 単開腹対照群の処置後 12 ， 2 4 ． 3 6 ， 4 8

時間目 の値は， それ ぞ れ 55 ． 6 士4 ．2
，
5 4 ．8 士3 ． 5

，
55 ． 3 士

3 ． 9
，
5 5 － 0 士4 ． 0 で あ り

， 単開腹処置に よ る リ パ ー

ゼ値

の 変化 を認め な か っ た ．

浮腰性膵炎群 の 処置後12 ， 2 4
，
3 6

，
4 8 時間目の値は ，

それ ぞれ 54 ． 0 士3 ． 7
，
5 1 ． 9 士3 ．6 ， 5 2 ． 1 士3 ． 8

，
49 ． 3 士1 ． 7

であ り， 4 8 時間目 で 単開腹対照群 に 比 し有意の 低下 を

示した くp く0 ． 0 引 ．
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一 方
，
壊 死 性膵炎群 の 処置後 12 ， 2 4 時間目の 値は

54 ． 3 土4 ． 6
，
5 1 ．0 士4 ． 7 と単開腹対照群と の 間 に 差 を認

め なか っ た が， 3 6 時間目の 値 は49 ． 6 士2 ． 6
，
4 8 時間目

の値 は4p ． 3 士1 ． 8 で あり， い ずれ も単開腹対照群 に比

し有意に 低下 した くp く0 ．0 51 ． しか し， 浮腫性膵炎群

と壊死性膵炎群の間に は リ パ ー ゼ活性値の差 を認め な

か っ た く図 9 コ．

I V ． 血 清カ ル シ ウム 催所見

無処置対照群 の 血清 カ ル シ ウ ム 値 は， 5 ．4 士0 ． 1

m E qノg くn ニ 引 で あ っ た ． 単開腹対照群 の血清カ ル シ

ウム 値 は， 処置後 12， 2 4 ， 3 6 ， 48 時間目で， そ れぞ れ

5 ■2 士0 ． 2
，
5 ． 3 士0 ． 2 ， 5 ．3 士0 ． 3

，
5 ． 3 士0 ． 2 で あり

， 単

開腹処置 に よ る変化 を認 め なか っ た ．

浮腰性膵炎群 の血清 カ ル シ ウ ム 値 は12 時 間目 が

5 ． 1 士0 ． 4
，
2 4 時間目が 4 ． 9 士0 ． 4 と 低下傾向を示 し， 3 6

時間日で は 4 ． 6 士0 ． 1
，
48 時間目で は 4 ． 4 士0 ． 9 と さ ら

に低値 とな り ， 3 6 時間目と 48 時間目で は 単開腹対照

群に 比 し， 有 意に 低値を示 し た くp く0 ． 0 引 ．

一 方
，
壊死性膵炎群の 12 時間目の血清カ ル シ ウム の

値 は 4 ． 9 士0 ． 2 と単 開腹対照群 に 此 し， 有意 に 低値 で

あ っ た くp く0 ． 0引 ． また
，
2 4 時間目の値 は 4 ． 2 士0 ．6 ，

36 時間目の値 は 4 ． 1 士0 ． 7
，
4 8 時間目の 値 は 3 ． 8 士0 ． 7

と時間経過 と と も に低下 し， 各時点で単開腹対照群に

比 し， 有 意の 低下であっ た くp く0 ．0 1つ． しか し， 両膵

炎群問で は血清 カ ル シ ウム 値 に有意羞を認 めな か っ た

く図 101 ．

V
． 血清 お よび 膵組織中の R N a s e 活 性価所見

1 ． 血 清 R N a s e 酒性値所見

無処置対照群 の 血 清 R N a s e 活性値 は， 5 0 ． 4 士4 ． O

Uノm l く単位以 下同様1くn ニ 5 ， 以下同様1 で あ っ た ． 単

開腹対照群の 値は
，
処置後12 ， 2 4 ， 汎 4 8 時間日 で

，

1 2 2 4 るる 48
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それ ぞ れ 53 ．0 士1 ． 7
，
5 4 ． 0 士1 ． 5 ， 5 3 ． 0 士1 ．8

，
5 1 ．5 士 1 ． 9 間目 に 4 1 0 士15 5 と 高値 と な っ た が， 2 4 時 間目 で は

で あ り， 単 開腹処置 に よ る 血 清 R N a s e 活性値 の 変動 390 士12 8 ， 3 6 時 間 目 で は 310 士15 0 ， 4 8 時 間 目 で は

を認め なか っ た ．

2 74 士 16 8 と徐々 に 低下 した ．
しか し

，
こ の 群の 測 定値

浮腫性膵炎群 の血 清 R N a s e 活性値は ， 処置後 12 時 は
，
各時点 に お い て単開腹対照群 に 比 し， 明 ら か に 高
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値で あ っ た くp く0 － 0 5
－

0 ．0 い ．

壊死性膵 炎群の 処置後 12 ， 2 4
，
3 6

，
4 8 時間目の 血 清

R N a s e 活性値 は447 士 17 2 ， 42 0 士1 4 5
，
3 92 士1 2 5

，
3 30 士

150 と高値 で あ り， 各時点で 単開腹対 照群 に 比 し 有意

に 上昇し た くp く0 ． 0 い ． し か し
，
浮腰性膵炎群 に 比 し，

壊死性膵炎群の 値 は各時点で高い 傾向に あ っ た が
， 有

意の 差は認 めな か っ た く図 1 い ．

2 ． 膵組織中の R N a s e 活性個所見

無処置対照群 の 膵組織中 R N a s e 活性 値 は
，
43 士1 8

U l m g p r o t ei n くl ド 5 1 で あ っ た ． 単開腹対照群の 処置

後 12 ， 2 4 ， 3 6 ， 4 8 時間目の R N a s e 活性値 は， それ ぞ

れ4 2 士 1 7 ， 44 士1 4 ， 4 6 士 16 ， 4 3 士1 9 で あ り
， 学 閥腹処

置に よ る測定値 の 変化 を認め なか っ た ． 浮腫性膵炎群

の処置後12 ， 2 4 ， 3 6 ， 4 8 時間目 の R N a s e 活性値 は
，

それ ぞれ 39 士 17 ， 34 士1 5 ， 3 9 士1 2 ， 4 2 士 1 6 で あ り
，
3 6

時間目 に お い てや や低下を示 す が， 単開腹対照群 に 比

し， 有意の 変化 で は な か っ た ．

壊死 性 膵炎群 の 処置後 12 ， 2 4 ， 3 6
，
4 8 時 間 目 の

R N a s e 活性値 は そ れ ぞ れ 42 士16
， 39 士1 5

，
4 4 士 16

，

4 1 士1 7 で あ り， い ずれ も単開腹対照群 な ら び に 浮腫性

膵炎群の 値 との 間に 差 を認め な か っ た く図 12つ．

V工． 血 清お よ び膵組織中の D N a s e 活 性値

1 ． 血清 D N a s e 活性低所見

1 1 血 清 D N a s e r 活性値所見

無処 置対照群 の 血 清 D N a s e ト活性 値 は 685 士1 4 4

Uノ0 ． 5 m l くn ニ 5う で あ っ た
． 単開腹対照群 の 処置後

12
，
24
，
3 6

，
4 8 時間目の D N a s e I 活性値 は それ ぞれ

635 士 19 5
， 6 7 2 士 1 62

，
6 5 0 士9 8

，
6 4 6 士96 で あ り， 単開

腹処置 に よ る測定値の 変化 を認めな か っ た
． 浮腰性膵

炎群 の 血清 D N a s e 工活 性値 は処置後12 時 間目 が，

66 1 士24 7
， 2 4 時間目が ， 7 94 士2 5 4 ， 36 時間日 が 74 3 士

25 2
，
4 8 時間日が， 7 2 2 士1 8 1 で あり

，
2 4 時間目以降 に

高値の 傾向が み られ たが ， 単開腹対照群 に比 し
， 有意

の 差 で は なか っ た ．

一 方
， 壊死 性膵炎群の 処置後 12 時間目の D N a s e I

活性値 は 943 士2 90 と高値で あ り， 2 4 時間目に 127 0 士

3 2 9 と さ ら に 上 昇し た． 2 4 時間目の 値 は， 単開腹対照

群の 値， さ らに ， 浮腰性膵炎群の 値 に比 し， 有意に 高

値で あ っ た くp く0 ．0 1
， p く0 ．0 5う． 処置後 36 時間目の

値は 862 士2 8 2 で
，
4 8 時間目の 値は 830 士33 6 で あ り

，

い ずれ も 高値 の 傾向 を示 し た く図 131
．

2 1 血 清 D N a s e II 活性値

無処置対照 群 の 血清 D N a s e lI 活性値 は 62 3 士 17 4

Uノ0 ．5 m l くn ニ 5フで あ っ た ． 単開腹対照群の 値 は処置

後12
，
24

， 汎 4 8 時間日 に ， そ れ ぞれ 628 士12 3
，
6 5 5 士

17 5 ， 6 8 8 士1 0 8 ， 6 2 9 士1 2 9 で あ り
， 串間腹処置に よ る変

化を認め な か っ た ．

浮腰 性膵炎群の 血清 D N a s e I I 酒惟値 は 処置後 12

時間目が 582 士10 3
，
24 時間目が 736 士12 7 ， 3 6 時間目

が 69 4 士2 3 3 ， 4 8 時間目が 583 士1 0 3 と
，
ほ と ん ど変動

を示 さ な か っ た
．

一 方 ， 壊死 性膵炎群 の 血 清 D N a s e II 活性値は 処置

後 12 時間 目が 938 士2 9 6 で あ り
， 単開腹対照群 お よ び

浮腰 性膵炎群の 値 に 比 し， 有意 に 高値 で あ っ た くp く
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1 2 6 2

0 ． 0 引 ． 活性値 は処置後 24 時間目 に 114 8 士36 3 ， 3 6 時

間目 に 135 2 士36 4 と上昇 し， 単開腹対照群 に 比 し， 有

意 くp く0 ． 0 い に 高値 を示 し， ま た， 浮腫性膵炎群に 比

して も有意 くp く0 ． 05
， p く0 ． 0 い の 高値 を示 した ．

4 8

時間目の 値 は， 9 6 6 士42 0 と低下傾向を示 し， 単開腹対

照群お よ び浮腫性膵炎群と の 間に 有意差 を認 め なか っ

た く図 141 ．

2 ． 膵組織中の D N a s e 活性値所見

11 膵組織中の D N a s e I 活性値所見
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無処置対照群 の 膵組織中 D N a s e 巨悟性値 は 7 ．9 士

2 ． 2 U l m g p r o t ei n くn
二 5I で あ っ た ． 単開腹対照群の

処置後 12 ， 24 ， 3 6 ， 4 8 時 間目 の 値は そ れ ぞれ 8 ． 1 士3 ．0
，

8 ． 7 士5 ． 5
，
8 ．0 士4 ， 7

，
7 ． 4 士5 ． 5 で あり， 単開腹処置に

よ る活性 の 変化 を認め な か っ た ．

浮腰性膵炎群 お よ び壊死性膵炎群 の処置後 12 時間

目の D N a s e I 活性値 は それ ぞ れ 7 ． 7 士2 ． 8 ， 7 ． 6 士3 ． 4

で
，
2 4 時 間目の 値 は 5 ． 9 士3 ．0 ， 6 ．9 士2 ． 7

，
3 6 時間目の

値 は 5 ． 5 士2 ． 4 ， 6 ． 7 士3 ． 2
，
4 8 時間目 の 値 は 5 ． 2 士3 ．0

，
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6 ．7 士3 ．2
，
4 8 時間目 の 値は 5 ． 2 士3 ．0 ， 6 ． 5 士3 ． 0 で あ っ

た．
こ れ らの 値 は時間経過 と とも に 低下す る傾向を示

したが， 両膵炎群間や単開腹対照群 と の 間に 有 意差 を

認めな か っ た く図15う．

2 1 膵組織中の D N a s e II 活性値所見

無処 置対 照群 の 膵組 織中 の D N a s e II 活 性 値 は

22 ． 8 士5 ． 4 U l m g p r o t ei n くn ニ 51 で あ っ た ． 単 開腹対

照群の 処置後 1 2 ， 2 4 ， 弛 4 8 時間目の 値 は そ れ ぞ れ
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2 2 －0 士5 ． 1
， 2 3 － 0 士7 ． 1

，
21 ．9 士7 ． 2

，
2 2 ． 0 士6 ． 7 で あり，

単開処置 に よ る活性値の変化 を認 めな か っ た
．

浮 腰 性膵炎群 の 処置後12 ， 2 4 ， 3 6
，
48 時 間 目 の

D N a s e II 活性値 は
，
それ ぞ れ 23 ． 4 士6 ． 6

，
2 4 ． 0 士6 ． 9 ，

2 0 ■1 士6 ． 5
，
2 0 ．3 士7 ． 9 で あ り

， 活性値の 変動は ほ とん

ど認 めな か っ た
．

ま た
， 壊死性膵炎群に おい て も， 処置後12 時間目の

値 は 22 ． 5 士5 ． 5
，
2 4 時間目の値 は 23 ．8 士5 ．9 で あ り，
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活性値 の変動 を認め なか っ た ．
ま た

，
3 6 時間目の値 は

17 ． 1 士6 ．5 ， 4 8 時間目の値 は 1 6 ． 1 士6 ． 2 と低下の 傾 向

を 示 した く図 16う．

考 察

急性膵炎の病態や重症度に 関す る実験的お よ び臨床

的研究 は こ れ まで に 多くみ られ る が， 膵臓の 病理 学的

変化 を反映す る病態診断あ るい は 重症度判定 に つ い て

の 研究は， なお十 分とは言 い 難く ，
一 層の検討 を要す

る
．

と こ ろで， 急性膵炎の発生機序 お よ び病態の解明 な

どの 目的で ， 膵管内 へ の エ ラス タ
ー ゼ注入 や 自家胆汁

の注入 ， bli n d l o o p の作成， あ るい は エ チ オ
ニ ン投 与

等
1 0 ト 1 叫の様々 な実験モ デ ル の 作成法 が報告さ れ て

い

る．
こ れ ら の 方法で得 られ た急性膵炎の病 理学的所見

は， 軽度の浮腫性膵炎や重篤 な壊死 また は 出血性膵炎

な どと多彩 で ある ． 著者の用 い た総胆管末端を結紫す

る Bl o c k ら
3I
の 方法で は， 問質 内浮腰 お よ び軽度 の 細

胞浸潤を主体 とす る浮腫性膵炎の組織像が み られ た．

一 方 ， こ の Bl o c k の 方法 に 加 え， 総胆管内へ ト リプ シ

ン お よ び タ ウ ル コ
ー ル 酸混 合液 を注 入 した 方法

川
で

は
， 膵実質や月旨肪織の壊ヲ屯 さ ら に

一

部に 巣状 の 出血

部 を みる壊死性膵炎が認め ら れ た． ま た， 両者 の方法

に よ り作成され た急性膵炎の病 理学的所見 に お ける差

異 は， 膵炎作成後 12 時間目 より 48 時間目の 期間で明

らか で あり
， 組織学的に 異な る膵炎像 を観察 で き た ．

と こ ろ で 膵炎の病理学的所見 の分類 に は， 多 く の 分

類 相 川 が 用い ら れ てい るが ， こ の 実験で 得 られ た 膵炎

像は ， B a g g e n s t o s s
1 7
切 急性 浮腫性膵炎お よ び急性壊

死性膵炎 に相当した．
また

， 臨床 的に は， 急性膵炎の

病理 学的変化 と重症度は密接 な関係が あ る と され る

が ，

一 般的に 死亡率に み られ る如く ， 浮腫性膵炎は軽

症 と して， 壊死性膵炎は中等症か ら重症と して扱わ れ

て い る
1 別佗叫

．
こ の よう な観点か ら本実験 に お い て は浮

腫性膵炎を軽症膵炎と して ， 壊死性膵炎 を重症膵炎 と

して取 り扱っ た ．

急性膵炎の本態 は， 局所 に お い て は 活性化 され た膵

外分泌酵素の問質内逸脱 に 基づ く自己 消化 に よ る病変

と され て い る． 小葉間隙か ら膵静脈， ある い は胸管 リ

ン パ 管 を経由し， 血 中に逸脱 した膵酵素 と膵炎の重症

度の関連は治療上重要である ． ア ミ ラ
ー ゼの 重要性 は

El m a n ら の報告
2 い以来広く認 め られ て い る ． 特 に ， 実

験的膵炎早期の血中ア ミ ラ
ー ゼ 上 昇 に つ い て み ると ，

胆汁 を膵管 へ 注入 後 5
旬 1 0 分で 活性 の 上 昇が 認 め ら

れて い る
2 21

． 著者 の成績 で も， 処置後12 時間目の壊死性

膵炎群 で は， 単開腹対照群 に 比 し， ア ミ ラ
ー

ゼ活性の

有意 の 上 昇を みた ．

一 方 ， 浮腫 性お よ び壊死性膵炎群

間で そ の 上 昇程度 に 差 を認め な か っ た ． 従 っ て， 本酵

素 は早期診断に お け る有用 性 を示唆 し たが ， 重症度や

病型の パ ラメ ー

タ
ー と な り得な か っ た ．

ま た
， 膵炎の

病態 の進行 に か か わ ら ず12 時間目以後， 血 清 ア ミラ ー

ゼ晴性 は低下傾向に あっ た ． 臨床で も 死亡 に 至 る重症

例 に お い て さ え血中ア ミ ラ
ー ゼの 漸減

23Iが 示 され， こ

の よ う な 変化 を と る 機序 と し て ア ミ ラ
ー

ゼ イ ン ヒ ビ

タ
ー に よ る 失活湖 や ア ミ ラ

ー

ゼ の 半減期 が短くt u r n

o v e r に よ る 減少等細 が 報告 さ れ て い る こ と は 興味深

い
．

一 方
， 実験 的急性膵炎 に お ける酵素蛋白合成能の

低下 も
2 郎2 7埠臣告さ れ て お り， 著者 の 実験 に お い ても膵

組織内の ア ミ ラ ー ゼ 活性値 の 低下は両膵炎群 に お い て

認め ら れ た．

一

方 ， 脂肪分解酵素で あ る血清リ パ
ー ゼ清性値は処

置後 12 時間目よ り 48 時間目 に お い て も両膵炎群で高値

が持続 し た． 従 っ て， 血 中ア ミ ラ
ー

ゼ活性値 に比 し
，

そ の 陽性率 は高く ， 著者 の成績も活性の 高値持続が長

時間に 及ぶ との 報告
細 に 一 致 して い た．

しか し ながら
，

前者同様 に 血中リ パ
ー ゼ値 の 変動 も病態や膵 の 病理 学

的変化 を明確 に 表 さ なか っ た ．

急性膵炎の重症度判定 に 関す る研究 と して ， R a n s o n

ら
1
や J a c o b s ら

2
切 報 告が あ る が， それ に よ ると 来院

時ま た は診断時 よ り 4 8 時間以 内の 血 清 カ ル シ ウ ム 値

が 8 m g 佃l 以下 の 患者 で は， 重症 また は 予後不良とさ

れ て い る． 急性膵炎時の低 カ ル シ ウム 血 症に つ い て多

くの 報告
2 9Iが ある が

，
そ の 機序は未 だ確定さ れ て い な

い
． 著者 は両膵炎群 に対 し， 血 清カ ル シ ウム 債を経時

的に 測定 した が ， 膵炎作成後 12 時間目 よ り 4 8 時間目

の 壊死 性膵炎群 の 億 は ， 単開腹対照群 に 比 し有意に

低下 した．
また

，
3 6 時間目の 浮腰性膵炎群 の 値も低下

を示 した が， 両膵炎群間 で は差 を認め ず， 血 清カ ル シ

ウム 値 も 病態 や膵 の 病理学的変化 を明確 に 表さな か っ

た ．

R N a s e は生体内 に 広 く 分布 す る 核酸分解酵素で ，

p h o s p h o di e s t e r a s e 作 用 に よ り， R N A を基 質と し，

rib o n u cl e o sid e 2
，

i 3
，，
－

C y Cli c d i ph o s p h a t e を生成する

水解酵素
3 01 で あ る ． ラ ッ トの R N a s e に 関し て は， 膵組

織中に お け る そ の 日内変動の 報告
3 1－
もみ られ る． 臨床

に お い て は
，
膵癌組織中の R N a s e

32
鳩 る い は 膵癌患者

に お け る 血 清 R N a s e に 関 す る 報告
3 3I な ど が み ら れ

る ．
こ れ らの 研 究の い ず れ も ， 膵癌組織由来 の R N a s e

の 上 昇 を推測 してい る ．
W a r sh a w

抽
は
，
慢性膵炎， 急

性膵炎症例 の 血清 R N a s e 値 を測定 し， 膵壊死や 膵膿

瘍な どの 重症例 で 血清 R N a s e 活性の 明 ら か な上 昇
が

み ら れ た と 報告 し て い る． R e d di は 血 清 を 合成基質

p ol y c yti d yli c a cid くp o l y C ほ 基質と し， p
H 7 ． 5

，
3 7
0

C

で反応さ せ た後， その 酸可溶性分解産物 を吸 光度278
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n r n で定量 する 方法 を報告
71
し た ． 著者 は， R e d d i の 方

法に 準じ， 血 清お よ び 膵組織中の R N a s e 活性 を検討

した． 両膵炎群で処置後 12 時間目 よ り 48 時間目ま で

血清 R N a s e 値 の 上 昇 を 認め た が， 浮腰性膵炎群と壊

死性膵炎群 との 間で測定値 に 有意羞 は認め な か っ た ．

D N a s e は
，
K u ni t z

35I に よ り牛の膵よ り結晶化され ま

た， K u r n i c k
361
L こよ り と 卜

，
犬
，
ラ ッ ト

，
モ ル モ ッ トの

血清中に そ の存在が 報告さ れ て い る． Li n d a h l ら
3 7
りこ

よれ ば， D N a s e に はI ， II ， III ， I V の 4 種類が あ り
，

その う ち D N a s e I は至 適 p H 7 ． 1 で 分 子 量 31 ，0 0 0 ，

D N a s e ll は 至適 p H 4 ． 8 で 分子 量 38
，
0 0 0 と さ れ て い

る
．
その 生 理 的役割 の 解明 はい ま だ不十分で あ るが ，

Allf r e y らの 研 究
3 8I に よ れ ば，

t－

a cid
，，

D N a s e は ライ ソ

ゾ
ー ム に 存在 し， 細胞 内核酸代謝 に 関与し，

L．

n e u t r al
，，

D N a s e は膵液中 に外分泌 され ， 消化酵素と して働く と

さ れ て い る． 著者 は p H 7 ． 5 の 条件 下 で
，
D N a s e I

く
り

n e u tr a l
，，

D N a s eI を ， また ， p H 5 ． 0 で D N a s e II

く
L I

a cid
，，

D N a s el を測定 した．
K o w l e s s a r ら

391
は ， 膵

管轄歎 に よ る D N a s e 仁清性値の 上 昇， ラ ッ トの エ チ

オ ニ ン 膵炎で の D N a s e I 活性値の 上 昇 を報告 した．

さら に
， 彼 ら は浮腰性膵炎お よ び膵 ノ ウ胞， 膵療症例

で の D N a s e ト活性値 の 上 昇， さ ら に 急性出血壊死性

膵炎例に お ける こ の 活性値の 著明 な上 昇を認 め， 壊死

性膵炎で の D N a s e I の 有F馴生を強調 した． また
， 船越

ら岬 は
，
パ ン ク レ オ ザ イ ミ ン ー セ ク レ チ ン テ ス ト時の

と 卜膵液中の D N a s e 巨活性値 を測定 し， パ ン ク レ オ

ザイ ミ ン 負荷 に よ る そ の 著明な上 昇や 慢性膵炎症例 に

おける 測定値の 低下 を報告 して い る． 従 っ て
，
こ れ ら

の 血清 D N a s e 値が膵 炎の 病型 あ る い は膵実質細胞 の

壊死 や 障害程度 をい か に 反映す るか 関心が もた れ る．

著者の 実験 に お い て は壊死 性膵炎群 の D N a s e I の 2 4

時間値お よ び D N a s e II の 12 旬 3 6 時間値は， 浮腰性膵

炎群の 測定値 に比 し， 有意の 上 昇 を示 したが ， その経

時的変化 をみ る と D N a s e I は 膵炎作成後 24 時間 で

最高値に 達 した の に 対 し， D N a s e H は 3 6 時間で 最高

値に 達し た
．
こ れ ら の 両値の 時間的変動差 の 機序と し

て
，
D N a s e I に はイ ン ヒ ビタ ー が 存在す る とす る船越

ら
401 の 指摘 の 如く ， 時 間経過と共 に その 活性 が低下 す

る 可能性 が あ る こ と， ま た ， 膵 管 内 に 分 泌 さ れ る

D N a s e I の 逸脱 は早期 に お こ るが ， 壊 死性膵炎群に お

ける細胞破壊が長時間 に 及ん だ場合に 細胞内酵素で あ

る D N a s e II の 逸 脱が 遷延 す る こ と な ど が 推察 さ れ

る
．

著者の 実験に お い て
，
D N a s e 活性値， 特 に組織内酵

素とさ れ る D N a s e I I の 壊死性膵炎群 に お け る血 中の

推移は
， 膵実質 の 壊死 を酵素学的に も 反映 して い る

．

従っ て， 膵の 組 織学的変化 をか な り表 す の に D N a s e

1 2 6 5

工工が有効 な パ ラメ ー タ ー と な りう る 可能性の ある こ と

が 示唆 され た ．
こ の 点

，
血中 R N a s e 活性低所見が浮腫

性膵炎群 と壊 死性膵炎群と の鑑別に 有用 で なか っ た 成

績 と異 な り， 本酵素 は病態 あ るい は重症度判定 に 有益

で あ ると 考え ら れ る．

著者の 膵炎モ デ ル は
， 作成法 に よ り それ ぞれ 重症度

の異 なる 膵炎像 を示 した が， 臨床 にお い て は， 浮腰性

膵炎か ら壊死性膵炎 へ の進展の 有無は重要な問題 であ

る． 浮腰性膵炎 の時期を経過せずに 出血お よび壊死 性

膵炎が発生す る と の T b al ら の報 計 りが あ る 一 九 浮

腰性膵炎に 血 流障害が加わ り出血 およ び壊死性膵炎 へ

と進展す る と の P o p p e r ら の報告 な ど
4 2I
が あり

，
こ の

点 は未だ
一

致 をみ て い な い ． 最近 に お い て は， 特 に

C O m p u t ed t o m o g r a ph y に よ り膵 の腰大の程度， 膵周

囲の 炎症性変化， 液体貯留 の有無な どの所見か ら手術

適応 の 決定が あ る程度可能 とさ れ て い る． しか しな が

ら
， 開腹手術 を施行せずに 膵炎の病態診断を行う こ と

は現在 なお 困難 で あ り， 画像診断を含む多くの 臨床的

パ ラ メ ー

タ
ー

の検索 を必要 とす る．
こ れ らの 点に お い

て
， 著者の 実験 は， 血清 D N a s e

，
特に D N a s e II 活性値

の測定が膵炎の 病態診断や重症度判定 に有益な こ と を

示 した．

結 論

ラ ッ ト に 浮腰性膵炎お よ び壊死性膵炎を作成 し， 処

置後 12 ， 24 ， 3 6 ， 4 8 時間目 の血清お よび膵組織中の ア

ミ ラ
ー

ゼお よ び リ パ ー ゼ活性， 血清 カル シ ウム 童， 血

清お よ び膵組織中の R N a s e ， D N a s e I お よ び D N a s e

H 活性 を測定す る こ とに よ り
，
こ れ らの 重症度判定指

標と し て の 有用性 に つ い て検討 を加 え， 以下 の 結論 を

得た．

1 ． 血 清ア ミ ラ ー

ゼ活性 は， 膵炎作成後12 時間目の

壊死 性膵炎群 に お い て， 単 開腹対照群 に比 し， 有意に

高値 を示 した が ， 膵炎群間で は差 を認 めな か っ た ．

2 ． 血 清リ パ ー ゼ 活性 は， 1 2 時間目 よ り 4 8 時間目

ま で両膵炎群 に お い て
，
単 開腹対照群 に比 し， 有意に

高値 を示 した が， 膵炎群間で は差 を認 めな か っ た ．

3 ． 血 清カ ル シ ウ ム は， 3 6 時間日 と 48 時間日の 浮

腰性膵炎群お よ び12 時間目よ り48 時間日の 壊死 性膵炎

群 に お い て， 単開腹対照群 に 比 し
，
有意に 高値 を示 し

た が
， 膵炎群間 で は差 を認 め なか っ た ．

4 ． 血清 R N a s e 活性 は，1 2 時間目よ り 48 時間目ま

で 両膵炎群 に お い て
，
単開腹対照群 に 比し， 有意に高

値 を示 し たが ， 膵 炎群間で は差 を認 め なか っ た ．

5 ． 血 清 D N a s e I 活性は， 2 4 時間目の壊死性膵炎

群 に お い て， 単開腹対照群お よ び浮腰性膵炎群 に 比 し，

有意に 高値 を示 した ．
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6 ． 血清 D N a s e II 漁性は， 1 2 時間目 よ り 36 時間目

の 壊死性膵炎群に お い て， 単開腹対照群 お よ び浮腫性

膵炎群に 比 し， 有意に 高値 を示 し た．

以 上 の 成績 は， 血清 中の D N a s e I お よ び D N a s e II

活性値が 急性膵炎の 組織学的所見 を反映す る こ と を，

また
，
それ らの経時的測定が重症度判定に 有益であ る

こ とを示 した ．
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